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経
営
に
関
わ
る
ヒ
ト
・
モ
ノ
・
カ
ネ
・
情
報
に
つい
て
の

あ
る
べ
き
姿
を
探
究
す
る
経
営
情
報
学
の
研
究

山
田 
研
究
室

研
究
概
要

社
会
の
あ
ら
ゆ
る
問
題
を
研
究
対

象
に
し
て
、
そ
の
解
決
を
目
指
す

私
た
ち
は
製
品
や
サ
ー
ビ
ス
を
当
た

り
前
の
よ
う
に
利
用
し
て
い
る
が
、
そ

れ
ら
は
企
業
の
生
産
シ
ス
テ
ム
や
流
通

な
ど
、
複
雑
な
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン（
供

給
連
鎖
）を
経
て
手
元
に
届
い
て
い
る
。

こ
の
複
雑
な
プ
ロ
セ
ス
を
効
率
化
・

省
資
源
化
す
る
た
め
に
は
、
Ｅ
Ｒ
Ｐ

（Enterprise R
esource Plannig

：

企
業
資
源
管
理
）
や
Ｓ
Ｃ
Ｍ（Supply 

C
hain M

anagem
ent

：
サ
プ
ラ
イ

チ
ェ
ー
ン
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
）
な
ど
の

経
営
情
報
シ
ス
テ
ム
が
必
要
と
な
る
。

当
研
究
室
で
は「
企
業
経
営
に
関
わ

る
ヒ
ト
・
モ
ノ
・
カ
ネ
・
情
報
に
対
し

て
あ
る
べ
き
姿
を
探
究
す
る
経
営
情
報

学
」
を
研
究
し
て
い
る
。
経
営
情
報
学

は
比
較
的
新
し
い
サ
イ
エ
ン
ス
で
、
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
を
利
用
し
た
情
報
シ
ス
テ

ム
を
経
営
に
活
用
し
て
い
る
。
こ
の
知

見
と
方
法
に
よ
り
、
企
業
経
営
に
限
ら

ず
地
球
環
境
や
子
育
て
、
ヘ
ル
ス
ケ
ア

と
い
っ
た
人
の
営
み
、
す
な
わ
ち
、
社

会
の
あ
ら
ゆ
る
問
題
の
解
決
を
目
的
と

し
て
い
る
。

循
環
型
・
低
炭
素
型
サ
プ
ラ
イ

チ
ェ
ー
ン
に
関
す
る
研
究

①
循
環
型
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
に
お
け

る
分
解
生
産
・
物
流
シ
ス
テ
ム
の
モ
デ

ル
化

②
リ
サ
イ
ク
ル
性
評
価
法
に
よ
る
分
解

生
産
シ
ス
テ
ム
の
設
計

③
環
境
負
荷
と
経
済
性
を
考
慮
し
た
低

炭
素
型
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の
設
計

経
営
情
報
を
活
用
し
た
シ
ス
テ
ム
に

関
す
る
研
究

①
Ｐ
Ｌ
Ｍ（P

roduct L
ifecycle 

M
anagem

ent

：
製
品
ラ
イ
フ
サ
イ
ク

ル
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
）
を
活
用
し
た
組
立

生
産
シ
ス
テ
ム
設
計
の
事
例
研
究

②
業
務
プ
ロ
セ
ス
志
向
の
企
業
業
績
評

価
法
の
研
究
と
Ｗ
ｅ
ｂ
ビ
ジ
ネ
ス
ゲ
ー

ム
や
ｅ
ラ
ー
ニ
ン
グ
授
業
の
開
発

③
育
児
ラ
イ
フ
ロ
グ
情
報
を
活
用
し
た

イ
ク
メ
ン
・
ウ
ー
メ
ン
の
た
め
の
育
児

サ
ー
ビ
ス
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

こ
れ
ら
の
研
究
に
は
、
生
産
シ
ミ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン
・
製
品
設
計
・
数
値
計
算

の
実
行
や
表
示
の
た
め
の
各
種
ソ
フ
ト

ウ
ェ
ア（「
研
究
設
備
」参
照
）や
、
オ
ペ

レ
ー
シ
ョ
ン
ズ
・
リ
サ
ー
チ
の
待
ち
行

列
や
数
理
計
画
法
の
モ
デ
ル
化
・
最
適

化
の
手
法
な
ど
を
用
い
て
い
る
。

ア
ド
バ
ン
テ
ー
ジ

社
会
全
体
の
問
題
を
長
期
的
視
点

で
研
究

こ
の
よ
う
な
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
や

企
業
情
報
管
理
の
効
率
化
は
、
既
に
各

企
業
や
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
会
社
で
も
行

わ
れ
て
い
る
が
、
当
研
究
室
が
そ
れ
ら

と
大
き
く
違
う
の
は
、
長
期
的
・
間
接

的
視
点
に
立
っ
て
考
え
ら
れ
る
こ
と

だ
。
企
業
の
場
合
、目
の
前
の
短
期
的
・

直
接
的
な
収
益
や
コ
ス
ト
削
減
が
最
優

先
に
な
る
た
め
、
環
境
に
配
慮
し
た
サ

プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
な
ど
、
コ
ス
ト
ア
ッ

プ
に
な
り
が
ち
な
提
案
は
敬
遠
さ
れ
る

か
も
し
れ
な
い
か
ら
だ
。

と
こ
ろ
が
、
当
研
究
室
の
手
法
は
、

企
業
単
体
だ
け
で
な
く
社
会
全
体
の
最

適
化
を
長
期
的
視
点
で
考
え
る
こ
と
が

山田 哲男
Tetsuo YAMADA

洋書の英語輪講ゼミの様子



情
報
通
信

製
造（
も
の
づ
く
り
）

ナ
ノ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
・
材
料

ラ
イ
フ
サ
イ
エ
ン
ス

環
　
　
境

エ
ネ
ル
ギ
ー

社
会
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盤

Manufacturing Technology

215OPAL-RING

で
き
る
の
で
、
環
境
負
荷
低
減
と
コ
ス

ト
ダ
ウ
ン
を
両
立
で
き
る
代
替
案
を
シ

ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
で
実
行
す
る
こ
と
が

可
能
だ
。
こ
う
し
て
、
よ
り
幅
広
い
視

野
で
研
究
で
き
る
大
学
の
研
究
室
な
ら

で
は
の
利
点
を
活
か
し
、
企
業
ら
と
協

力
し
て
研
究
を
進
め
て
い
る
。

理
系
と
文
系
の
視
点
が
両
方
理
解
で

き
る
強
み

当
研
究
室
で
は
、
経
営
情
報
学
に
関

す
る
お
金
の
流
れ
が
分
か
る
文
系
の
分

野
と
、
生
産
な
ど
に
必
要
と
な
る
技
術

が
分
か
る
理
系
の
分
野
の
、
両
方
が
理

解
で
き
る
こ
と
が
ア
ド
バ
ン
テ
ー
ジ
に

な
っ
て
い
る
。
例
え
ば
、
工
場
を
見
学

に
行
っ
た
時
に
、
当
研
究
室
は
物
理
・

化
学
的
な
プ
ロ
セ
ス
の
こ
と
な
ど
理
系

の
内
容
を
理
解
で
き
、
作
業
効
率
や
ヒ

ト
・
モ
ノ
が
停
滞
し
て
い
る
時
の
損
失

額
な
ど
の
カ
ネ
の
こ
と
も
見
え
る
。
当

研
究
室
で
は
、
こ
の
両
方
が
分
か
っ
て

見
え
る
こ
と
が
非
常
に
重
要
だ
と
考
え

て
い
る
。

大
学
・
企
業
・
自
治
体
と
の
共
同
研

究
で
幅
広
い
連
携
関
係

当
研
究
室
は
、
い
ろ
い
ろ
な
国
公
私

立
大
学
な
ど
の
研
究
機
関
、
製
造
メ
ー

カ
ー
、
サ
ー
ビ
ス
企
業
、
ソ
フ
ト
ウ
ェ

ア
ベ
ン
ダ
ー
等
と
の
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
で
共
同
研
究
を
行
っ
て
い
る
。
こ
の

こ
と
か
ら
、
理
系
の
機
械
工
学
や
マ
テ

リ
ア
ル
工
学
の
研
究
者
か
ら
、
文
系
の

経
営
学
や
会
計
学
の
研
究
者
な
ど
と
も

幅
広
く
協
力
関
係
を
持
っ
て
い
る
。
し

か
も
、
大
学
に
限
ら
ず
企
業
や
自
治
体

に
も
幅
広
い
つ
な
が
り
が
あ
り
、
モ
デ

ル
化
、
数
値
評
価
、
見
え
る
化
な
ど
の

成
功
事
例
や
現
場
に
携
わ
る
人
た
ち
の

言
葉
を
多
く
集
め
た
知
見
が
得
ら
れ
る

こ
と
も
利
点
の
１
つ
だ
。

例
え
ば
、
環
境
分
野
で
は
二
酸
化
炭

素
の
量
を
計
算
す
る
た
め
に
二
酸
化
炭

素
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
が
必
要
に
な
る

が
、
当
研
究
室
の
場
合
は
Ｌ
Ｃ
Ａ（Life 

C
ycle A

ssessm
ent

：
製
品
な
ど
の

環
境
影
響
評
価
手
法
）
グ
ル
ー
プ
と
の

協
力
関
係
が
あ
り
、
こ
の
デ
ー
タ
ベ
ー

ス（
イ
ン
ベ
ン
ト
リ
ー
デ
ー
タ
ベ
ー

ず
、
グ
ロ
ー
バ
ル
だ
。
今
は
先
進
国
だ

け
で
な
く
、
新
興
国
や
途
上
国
な
ど
と

も
幅
広
い
お
付
き
合
い
が
あ
る
。
国
際

会
議
で
各
国
を
廻
り
、
新
し
い
パ
ー
ト

ナ
ー
を
見
つ
け
出
す
取
り
組
み
を
行

い
、
ア
メ
リ
カ
、
イ
ギ
リ
ス
、
ド
イ
ツ
、

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、

ア
ラ
ブ
首
長
国
連
邦
、
ブ
ラ
ジ
ル
、
チ

リ
な
ど
多
く
の
国
の
研
究
者
と
の
コ
ネ

ク
シ
ョ
ン
を
確
立
し
た
。
ア
ジ
ア
で

は
、
中
国
、
韓
国
、
ベ
ト
ナ
ム
、
イ
ン

ド
ネ
シ
ア
な
ど
に
足
を
運
び
、
交
流
を

深
め
て
い
る
。

２
０
１
３
年
度
に
は
、
本
学
の
若
手

教
員
の
海
外
研
修
制
度
に
よ
り
、
米
国

ノ
ー
ス
イ
ー
ス
タ
ン
大
学
機
械
・
経
営

工
学
科Prof. Surendra M

. G
upta

の
も
と
で
、
10
ヶ
月
間
の
海
外
滞
在
研

究
を
行
っ
て
い
る
。

今
後
の
展
開

医
療
・
福
祉
・
健
康
・
少
子
高
齢

化
・
子
育
て
な
ど
の
社
会
基
盤
の

効
率
化
と
安
全
を
実
現

今
後
は
、
企
業
の
こ
と
だ
け
で
な

く
、
医
療
、
福
祉
、
健
康
、
少
子
高
齢

化
、
子
育
て
の
分
野
に
も
力
を
入
れ
て

い
き
た
い
。
こ
の
分
野
で
営
利
企
業
が

積
極
的
に
参
画
す
る
こ
と
に
は
限
界
が

あ
る
こ
と
か
ら
、
そ
こ
に
は
潜
在
的
な

チ
ャ
ン
ス
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
特

に
、
ヘ
ル
ス
ケ
ア（
健
康
管
理
）の
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
分
野
は
欧
米
の
み
な
ら
ず
、

今
後
は
日
本
で
も
成
長
す
る
の
で
、
こ

う
し
た
分
野
に
注
力
し
て
い
き
た
い
。

つ
ま
り
、
社
会
中
で
困
っ
て
い
る
こ

と
に
、
ビ
ジ
ネ
ス
で
培
っ
た
考
え
方
を

応
用
し
て
い
こ
う
と
考
え
て
い
る
の

だ
。そ

の
１
つ
が「
イ
ク
メ
ン
・
ウ
ー
メ

ン
の
た
め
の
ラ
イ
フ
ロ
グ
情
報
活
用
に

よ
る
育
児
サ
ー
ビ
ス
の
研
究
」
だ
。
こ

れ
は
仕
事
の
仕
方
を
良
く
す
る
仕
組
み

を
育
児
に
応
用
し
た
も
の
だ
。
ラ
イ
フ

ロ
グ
と
は
行
動
記
録
の
デ
ジ
タ
ル
デ
ー

タ
を
い
う
。
例
え
ば
、
子
育
て
中
の
親

の
身
体
活
動
量
を
計
測
し
て
、
何
の
育

児
作
業
が
高
活
動
量
な
の
か
を
分
析
し

て
、
育
児
負
担
の
改
善
へ
と
繋
げ
る
の

だ
。こ

の
よ
う
に
、
経
営
情
報
学
で
用
い

た
手
法
を
活
用
す
る
こ
と
で
、
育
児
に

か
か
る
負
担
の
軽
減
や
安
全
を
検
討
・

実
現
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
。
ま

た
、
少
な
い
税
金
で
よ
り
安
心
安
全
な

育
児
基
盤
を
築
く
こ
と
が
可
能
に
な

る
。
こ
の
よ
う
に
し
て
、
社
会
基
盤
の

構
築
と
再
生
の
た
め
に
も
頑
張
っ
て
い

き
た
い
。

ス
）
が
得
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
幅

広
い
協
力
が
得
ら
れ
る
の
で
、
よ
り
現

場
に
近
い
デ
ー
タ
で
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ

ン
を
行
う
こ
と
が
可
能
な
の
だ
。

世
界
の
大
学
と
の
コ
ネ
ク
シ
ョ
ン

こ
の
協
力
関
係
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国
内
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ら
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